
アンケート（NPO法人用） 

                    

１．本日の研修に参加された目的は何ですか？ （複数回答可） 

・自分達の活動を理解して欲しいから。7 票 23.3％  ・松江市の事業について説明を受けたいから。６票 20.0％ 

・松江市と協働して事業をしたいから。7 票 23.3％ ・他の団体の活動について知りたかったから。5 票 16.7％ 

・活動の課題、問題点について解決の糸口を見つけたかったから。５票 16.7％ 

 

２．本日の研修の満足度を点数にすると何点でしたか？（満点は１００点）    平均 66.9 点 

 ３．問２で満足度を100点に近づけるためには、どのような工夫が必要ですか？ 

 

 

 

 

 

・ 毎熊先生の講演内容と提案がとても良かったので、もっと多くの人に聞いてもらえたら良かった。 
・ NPO法人に参加を促す呼びかけを強化すべき。 
・ NPOスタッフと市職員では研修参加への意識や熱意に格差を感じた。合同研修以前にそれぞれ勉強す
る必要がある。 

・ 市職員は NPO法人に対しての事前勉強が必要ではないか。 
・ 毎年同じ法人が出席することも大事ですが、新しく参加する法人が少ないことは良くないのでは。 
・ 行政が NPO 法人について知らないというのは本当ではないと思う。また、研修により何が良くなる
のか分からなかった。 

・ それぞれの分科会でまとめた課題を元にもっと議論する時間があると良かった。 
・ 定期的に積み重ねていくことが大切。 
・ 懇親会を兼ねたような形で気楽な気持ちでおこなう。まずは友達関係を作ること。そこから色々と広

げていく。 
・ 1日 3時間の研修では時間が足りない。 
・ 毎熊先生の言われるとおり“研修の成果を出せる研修”にしたい。 
・ 松江市職員の職員研修のような形にしかなっていない。（行政マンは社会のサーバントであるはず） 
・ NPO法人への体験実習を取り入れていくとか、同じ土俵で話し合いが出来るような工夫が必要。 
・ まだこれからであることが認識できたので、来年度までに具体的な成果があらわれること。 
・ 本日の研修会で問題提起された NPO からの要望に対し、市からの解答が後日でも文章で配布される
と良い。本日の研修は、市からの出席者の個人的な意見発表で終わったような気がする。 

・ 担当職員の資質の向上を図ること。 
・ はじめの一歩の気持ちで参加したので、とても良かった。 
・ 協働に関する共通認識が必要。 
・ 意見交換の時間不足の改善。 



４．「行政とＮＰＯの協働によるまちづくり」につなげていくために、次年度も研修会等を継続して実施する必要が

あると考えます。どのような研修が効果的であると思いますか。考えをお知らせください。 

【開催時間帯】 平日の昼間  平日の夕方  土日の昼間   その他（どのような立場の人を集めたいかによる） 

        7 票 58.3％  3 票 25.0％  1 票 8.3％   1 票 8.3％ 

 

【開 催 回 数】 年 1回   年 2，3回  年４，５回  月 1回  その他（多ければ多いほど良い） 

       3 票 23.1％  9 票 69.2％    0 票    0 票   1 票 7.7％ 

 

【研 修 手 法】 講演   事例研究   意見交換   グループワーク   交流会  その他（  ） 

       5 票 17.2％ 6 票 20.7％  9 票 31.0％   6 票 20.7％    3 票 10.3％ 

 

 ５．NPO法人と行政が協働して活動していくためには、●相互理解 ●財源確保 ●人的交流 

●信頼関係 ●プロ意識 などが必要だと考えますが、その他に大切だと思われることは何でしょうか？ 

 

 

 

 

 

【そ の 他】 

・ 年度末は日程的に厳しい 

・ 参加者を増やしていくしかけ 

・ 一回でも良いから統一した解答を求む 

・ 年 1 回は少ないと思う。（都合で）参加できなかったらいけないし。 

・ NPOも行政も業務内容を本気で一から見直す覚悟 
・ 毎熊氏が話された程度の内容を、全職員がベースの知識として身につけた上で研修に臨むこと。 
・ 協働と委託の違いについての理解 
・ NPO の政策立案への参画 
・ NPO は行政に頼りがちな部分も多い。行政側にも NPO への信用度が低い。NPO 側の信用性を増す言動が

必要。 
・ 前払い対応（NPO は資金繰りが厳しい。支払い方法も柔軟に対応してほしい） 
・ 出会いの回数は理解につながる早道だと思う。 
・ 相互理解と人的交流の中から、信頼関係をつくっていくことが大切。 
・ 対話とオープンな雰囲気 
・ 協働する NPO に求められることは、常に継続的な事業・活動を要求されるが、行政側に継続意識が欠け

ているように感じられる。事業の趣旨を（行政の）担当者間で継承されたい。 
・ 現状把握 



 

６．本日の研修会全般における感想や、普段感じている疑問・課題・要望など、ご自由にお書きください。 

                       

・ 市職員は本当に協働を進めていく覚悟を持っているか？ 公益を担っているのは行政だけではないと

いうことをきちんと理解しているか？ 
・ 第 4グループ報告の「NPOとは好きなことをやっている人たち」というまとめには、ショックを通り
越して言葉もない。目の前の課題や困っている人を見過ごすことができず、仲間を募り自腹を切って

でも、今自分たちにできることを力をあわせてやろうと取り組んでいるのが NPOです。報酬に代わる
ものとして「楽しさ」や「達成感」を大切にしているため、遊んでいるように見えるのでしょうか。

川北秀人氏の「気づいてしまった者の責任」という言葉が、この立場にいる理由です。「協働」以前の

問題が山積だと感じました。 
・ 市職員の一部の方に NPO法人に対し、勉強・理解不足、積極性等がなくとても残念でした。 
・ 松江市は協働したいと本当に感じているのか。 
・ この研修の成果は何か。昨年度の研修と何が違い、どう改善されているのか。 
・ まだまだ NPOが行政と対等の立場にあるということが理解されていない。 
・ 行政の谷間にあった課題について、手弁当で事業を行っている NPOをプロのブレーンとして扱ってほ
しい。 

・ 行政の下請けとしてボランティアで働くのは協働とは言えない。財政的な支援も補助事業としてでは

なく、NPOが必要なことに使える委託として確保してほしい。 
・ 分野の分け方を考える必要がある。 
・ 市民活動フェスタなどでパネルディスカッションをするなど、一般市民に向けての啓発も必要だと思

う。 
・ 分野別に分けるとどうしても出席者にバラツキがあり、大小さまざまになる。ここの工夫が必要と思

った。 
・ 普段 NPOと全く関わりのない部署の方も参加され、嬉しく思った。 
・ 行政側の職員の NPOに対する意識の薄さを早急に改善していってほしい。 
・ 行政の NPOに対する認識が欠けている。 
・ 毎熊先生に入っていただいたおかげでこの研修の意味や今後の課題が明確になってよかった。今後も

参加したい。 
・ 市民が自由に意見を言える場所の設定。 
・ アンケート用紙は早めに配布してほしい。 

 


